
 

 

 

11 月 11 日～12 日に、ふれ愛ランドに行ってきました。こども達は、学年目標

である「Go ４ it!」を掲げ、より深い団結を目指して宿泊体験学習の準備・計画を

してきました。初めての宿泊ということもあり、楽しみな反面不安もありましたが、

終始友達と協力し合う姿やお互いに支え合う姿が見られ、とても充実した時間を過ご

すことができました。一人一人が自分の役割に責任をもち、みんなが気持ちよく二日

間を過ごせるようにリーダーシップやメンバーシップを大事に、活動することができ

ました。 

また、PTC で作ったネームタグもお守りとして、荷物につけて２日間過ごすこと

ができました。ご家庭でも声掛けや準備など、多大なるご協力をいただき、ありがと

うございました。 
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FFP（仲間づくりプログラム） 
みんなで協力してフラフープくぐりや、

新聞タワーを作りました。 

カローリング 
的にジェットローラを入れるた
めに力加減や投げる方向を工夫

して、チームで協力しながら試

合をしました。 

カプラ 
それぞれ話し合って、カプラの

組み方を試行錯誤しながら積み

上げました。 

食事 
活動の後に食べる仲間との食事

は格別！みんな和気あいあいと

食事も楽しみました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日目の締めくくりは、にキャンプファイヤーです。一日を振り返りながら、学年目標で

ある「Go ４ it!」をテーマに、頑張りたいこと、優しい言葉がけをしたいこと、友だちと

協力していきたいこと、これからの学校生活でお手本になっていきたいことを火に込めなが
ら、トーチ棒をつないで一つの大きな輪になりました。こども達もこの大きな輪には感動し

ていました。きっといい思い出の１ページになったことでしょう。 

 

２日目は疲れも見られましたが、子ども達はすっかり仲間との団結を楽しんでいる様子で

した。布団をきれいに畳む時間には、一人ではなかなか進まない友達に対して、「手伝お

うか？」「ここを一緒に合わせると、早く畳めるよ！」と、積極的に声をかけて助ける姿

が多く見られました。 

助けてもらった子どもも、笑顔で「ありがとう」と感謝を伝え、互いに支え合って過ごす

ことを実感していました。 

この 2 日間で、集団として大きく成長した子ども達。4 か月後にはいよいよ 5 年生とな

り、学校のリーダーとしての役割を担います。今回の体験を生かし、「クラスのために」

「学校のために」自分にできることを考えながら、仲間と協力してさらに成長してくれる

ことでしょう。 

 

ウォークラリー 
写真と地図をヒントに、決められ

たポイントを仲間と探すウォーク

ラリーです。苦戦をしていました

が、活動班で協力し合いながら最

後までやり切りました！ 

解散式 退所式 



★児童日記★ 
遅くなりましたが、10 月 2５日はお忙しい中、学習発表会にお越しいただきあり

がとうございました。今までで一番響きのある素敵な本番でした！こども達、本当に

よく頑張りました。保護者の皆様には、日々練習に付き合っていただき、また本番後

も温かい声かけをしていただきまして、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
〇3 学期より漢字練習帳のマスの数を増やします。学校の方で一括購入し、3 学期

に配付いたしますので、お知りおきください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年費                 ０円 

手数料               ４４円 

活動費積立金         １,０００円 

学習端末保守費          ３８１円     

             計 １,４２５円 

12 月の納金

納金振替日は 

12 月５日（金）です。 

よろしくお願いします。 

 

学
習
発
表
会
を
振
り
返
っ
て
、
自
分
の
中
で
シ
ュ
プ
レ
は
今
ま
で
で
も

特
に
よ
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
一
つ
目
の
セ
リ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
二

つ
目
の
セ
リ
フ
は
当
日
す
ぐ
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、
成
功
し
た
と
思
い
ま

す
。 リ

コ
ー
ダ
ー
奏
と
合
奏
は
完
ぺ
き
で
し
た
。
み
ん
な
の
音
を
よ
く
聞
け

て
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。 

 

歌
で
は
、
響
き
の
声
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
人
の
声
で
で
き
た

と
思
い
ま
す
。 

ぼ
く
が
、
こ
れ
だ
け
は
自
信
が
あ
っ
た
の
は
、
シ
ュ
プ
レ
で
す
。
一
組
の

子
が
声
量
、
テ
ン
ポ
、
強
弱
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
三
人

を
参
考
に
し
て
、
家
や
学
校
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
今
で

で
最
高
に
最
高
に
よ
く
シ
ュ
プ
レ
が
言
え
た
気
が
し
ま
し
た
。 

 

入
場
時
に
は
先
頭
で
、
台
に
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
間
ち
が
え
る
と
き

も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
本
番
に
は
、
ぼ
く

に
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
役
割
を
や
り
切
る
こ
と
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
、
学
習
発
表
会
を
終
え
て
、
自
分
が
が
ん
ば
っ
た
こ
と
を
一
つ
と
、

み
ん
な
が
が
ん
ば
っ
て
い
た
こ
と
を
二
つ
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
自
分
が
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
合
唱
や
合
奏
の
と
き
の
こ
と
で

す
、
合
唱
は
、
指
き
を
見
な
が
ら
、
心
の
中
で
み
ん
な
と
合
わ
せ
て
歌
っ
た

こ
と
で
す
。
合
奏
で
も
、
先
生
の
指
き
を
み
な
が
ら
、
み
ん
な
で
テ
ン
ポ
を

合
わ
せ
ま
し
た
。
合
唱
も
合
奏
も
、
心
が
一
つ
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

し
た
。 

 
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
た
こ
と
は
、
間
ち
が
え
て
も
続
け
て
い
た
こ
と

で
す
。
合
唱
で
は
、
歌
詞
を
間
ち
が
え
て
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
歌
っ
て
い
て

「
す
ご
い
。」
と
思
い
ま
し
た
。
合
奏
で
も
、
大
太
鼓
の
人
が
テ
ン
ポ
が
ち

ょ
っ
と
は
や
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
ま
た
も
と
の
ペ
ー
ス
で
た
た
き
直
し
て
、

最
後
み
ん
あ
で
終
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

今
年
の
学
習
発
表
会
は
、
今
ま
で
の
学
習
発
表
会
で
一
番
楽
し
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
心
一
つ
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

 


